
巾着田＆天覧巾着田＆天覧巾着田＆天覧巾着田＆天覧山山山山山行山行山行山行報告報告報告報告    
【山【山【山【山    行行行行    日】日】日】日】２０１２０１２０１２０１８８８８年年年年    ９９９９月月月月    ２８（木２８（木２８（木２８（木））））            晴れ晴れ晴れ晴れ    

【集【集【集【集                合】合】合】合】岩舟支所岩舟支所岩舟支所岩舟支所 PPPP                AMAMAMAM    ７７７７：：：：００００００００    

【費【費【費【費                用】用】用】用】マイカーマイカーマイカーマイカー１１１１台台台台        ：：：：        ２，３２，３２，３２，３００円００円００円００円    

【メンバー】【メンバー】【メンバー】【メンバー】ＣＬ：ＣＬ：ＣＬ：ＣＬ：鈴木鈴木鈴木鈴木、、、、    安西、石澤、関、福島安西、石澤、関、福島安西、石澤、関、福島安西、石澤、関、福島    

【コースタイム】【コースタイム】【コースタイム】【コースタイム】岩舟支所岩舟支所岩舟支所岩舟支所 P7P7P7P7:0:0:0:00000＝＝＝＝巾着田巾着田巾着田巾着田

PPPP8:10/8:10/8:10/8:10/8888:3:3:3:30000～巾着田散策～巾着田散策～巾着田散策～巾着田散策 8:35/8:35/8:35/8:35/9999::::11110000～～～～高麗峠高麗峠高麗峠高麗峠

9:49:49:49:40/9:500/9:500/9:500/9:50～～～～天覧山天覧山天覧山天覧山 10:30/10:4510:30/10:4510:30/10:4510:30/10:45～多峯主～多峯主～多峯主～多峯主山山山山

11:311:311:311:30000/12:2/12:2/12:2/12:20000～高麗駅～高麗駅～高麗駅～高麗駅 13131313:0:0:0:00000～巾着田Ｐ～巾着田Ｐ～巾着田Ｐ～巾着田Ｐ

13:20/13:313:20/13:313:20/13:313:20/13:30000＝安西宅＝安西宅＝安西宅＝安西宅 15:0515:0515:0515:05＝岩舟支所＝岩舟支所＝岩舟支所＝岩舟支所 P15:45P15:45P15:45P15:45    

 今年も五百万本の曼珠沙華に逢いたくなり、

巾着田から天覧山、多峯主山を廻る山行を計画した。 

ところが今年は９月に入ってから天気が悪く、延期・延期で２８日になり見ごろを過ぎてしまった。 

花の見ごろは過ぎてしまったが、初めて参加する方が多いのでコースを知ってもらうため決行する。

圏央道を走り、狭山日高 IC で降り巾着田の臨時

駐車場に車を止め出発する。 

毎年開花時期に「巾着田曼珠沙華まつり」が開

催され、駐車料金５００円と入場料３００円を払い

見学するようになる。 

今年は９月１５日～３０日までが曼珠沙華祭の期

間だったが、台風などの影響で花が終わってし

まい、前日の２７日から無料で入場できた。 

中央入口から入場し、トイレを済ませてストレッ

チを行い出発する。 

まず遅咲き群生地の下流エリアに向かい、群生地に入るが花はほとんど終わっていて、鮮やかな

赤い絨毯は全く見られない。それでも所々に赤い曼珠沙華の塊が残っていて、「これがここ全体に

埋め尽くすんだよ」と説明しながら歩いて行く。

あいあい橋で折り返し上流エリアまで歩き、土

手を上がってコスモス群生地に行くがここも今

年は花がほとんど無い。去年コスモスが植え

られた畑は、雑草が茂り雑草の間にコスモス

が少し咲いている状態だった。コスモス畑に降

りず土手を歩き、管理事務所の手前から川原

に降りて遊歩道を歩いて戻る。早咲き群生地

エリアまで戻り、ドレミファ橋を渡ろうとしたが

台風の影響で橋が冠水し通行止めになってい

た。仕方がないので少し遠回りになるが、あい

あい橋を渡って高麗峠に向かうことにする。 



橋を渡り高麗小学校の脇を通って舗装道を進み、２０分くらい歩くとドレミファ橋からの道と合流した。

ここからは奥武蔵自然遊歩道を歩くようになり、豊かな自然林の中を歩きとても気持ちが良い。 

この道は昔から高麗と飯能を結ぶ生活道で、道

幅は広く我々も会話を楽しみながらのんびり歩

いて行く。緩やかに登って行き、登り切って宮沢

湖への道を左に分け、右に少し行くと高麗峠の

標識があるベンチに着く。小休止しナシやチョコ

を食べて、エネルギーを補給する。ここからも自

然林の気持が良い山道を行き、草原状の台地

の先で右に大きく曲がって下って行く。下り切っ

た所で国道２９９号を渡り、しばらく歩道を歩くと

右に天覧山への標識がある。ここから山道に入

りしばらく登ると多峯主山への分岐に出て、天覧山へは左に進む。平坦な道になりベンチがあるの

で休憩し、ナシや栗を食べ疲れを癒した。ここから少し先で右に登り、東屋の脇を通って急坂を登る

と天覧山山頂に出る。山頂には展望台が設けら

れ、大勢の人が眺望や野鳥の観察を楽しんでい

た。双眼鏡やフィールドスコープで鳥を観察して

おり、「何の鳥を見ているのですか？」と聞くと

「サシバを観察しているんだよ」と返ってきた。 

ここは鷹の仲間の「サシバ」が現れるようで、バ

ードウォッチングの方が大勢上空を見上げてい

た。我々も富士山や奥多摩、丹沢の山々の眺望

を楽しみ、記念写真を撮ったら多峰主山へと向

かう。東屋まで来た道を戻り、左に急な木段を下

ると西ノ谷の湿地に降りる。右にせせらぎ沿いに進むと、懐かしい山村風景の中を歩く道を辿るよう

になる。ハンノウザサが茂る谷奥から小尾根に降り付、見返り坂を登れば右から天覧山からの尾根

道と合わさる。さらに尾根道を登り、女坂との分岐を右へ露岩混じりの男坂をひと登りで多峰主山山

頂に着く。山頂のテーブルとベンチを確保し、ランチタイムとする。今日の山ご飯は、トマトソースの

パスタとベーコンとほうれん草のスープにした。ガスコンロを２つ用意し、パスタを茹でたお湯でス

ープを作るとパスタとスープを同時に作れる。山頂で景色を楽しみながら、温かいパスタとスープを

いただき至福のひととき。お茶を飲んでデザートにシャインマスカットをいただいたら下山する。 

山頂から一旦西に下り、標識に従って右に戻るように高麗駅に向かって下る。しばらく山道を下ると

水道山の脇に出て、ここからは住宅地の舗装道を高麗駅に向かって進む。高麗駅まで行くと大勢の

観光客が歩いており、我々も観光客の後を付いて歩いて行く。通り沿いの豆腐屋で「元気が出る豆

乳」を販売しており、全員で「元気が出る豆乳」をいただいた。通りに沿って歩いて行くと巾着田入口

に着き、曼珠沙華の花は無いので真っ直ぐ駐車場に向かった。靴を履き替えたら車に乗り、岩舟支

所に向かって出発する。平日なので圏央道は順調に走り、途中菖蒲ＰＡに寄り買い物し、古河市の

安西宅経由で岩舟支所に帰着した。 


